
今後の事業について
・今後は出来る人が無理のない範囲で参加できる
体制へ移行していく

・「一回だけでも参加できる支援者」を含めた多様な
参加形態を設け人材発掘を図る

・講座やイベントで顔の見える関係を築く工夫

１０年分の情報を
電子データ処理

早い印刷！時間短縮！

過去の情報，誰でも探せる化！

電子回覧の導入

・何回も見られる！
・いつでも発信できる！
・役員の手間をカット！
・学校・ふるさと協議会の
おたよりもリンク！

スマホで
回覧が

見られるよ！

回覧板アプリ

月１回
紙の回覧板も
併用するよ♪

フォルダを整理し
共有化・効率化

〇事業の目的
・町会活動を多くの住民へ周知し，担当役員の活動業務の効率化を図るため，
情報を共有し，自治会のICT化を一歩進める。

・上記達成のため，電子回覧を取り入れる。
・過去10年ほどの活動情報を電子化にて整理し，後継者の負担を軽くする。

PC・プリンターを購入


